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道
州
制
の
検
討
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
二
日
提
出
の
道
州
制
の
検
討
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
質
問
第
一
五
八
号
）
に
対
す
る
答
弁
書

（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
五
八
号
）
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
を
再
度
質
問
す
る
。

一

「
二
の
�
に
つ
い
て
」
で
お
答
え
の
通
り
、
「
全
国
を
三
百
程
度
の
基
礎
自
治
体
に
再
編
し
、
国
と
基
礎
自
治
体
の
二
層

の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
す
る
」
こ
と
は
平
成
二
十
一
年
七
月
に
発
表
さ
れ
た
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
民
主
党
分
権
調
査
会
は
、
平
成
二
十
年
九
月
十
六
日
付
け
の
「
霞
ヶ
関
の
解
体
・
再
編
と
地
域
主
権
の
確
立
」

と
題
す
る
資
料
の
基
本
理
念
の
項
に
お
い
て
、
「
地
方
分
権
国
家
の
母
体
を
、
道
州
の
よ
う
な
広
域
自
治
体
で
は
な
く
、
住

民
に
一
番
身
近
な
基
礎
的
自
治
体
と
し
、
全
国
を
三
百
程
度
の
基
礎
的
自
治
体
で
構
成
す
る
。
」
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
当
該
分
権
案
は
微
修
正
が
加
え
ら
れ
た
上
、
民
主
党
「
次
の
内
閣
」
で
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
二
日
に
了
承
さ
れ
て

い
る
。

�

当
該
分
権
案
の
考
え
方
は
、
現
在
の
政
府
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
と
受
け
取
っ
て
良
い
か
。

�

当
該
分
権
案
に
よ
る
と
、
当
面
は
自
主
的
な
合
併
を
促
し
な
が
ら
基
礎
自
治
体
を
強
化
さ
せ
、
最
終
的
に
は
都
道
府
県

を
廃
し
て
、
国
と
基
礎
自
治
体
の
二
層
制
に
移
行
さ
せ
る
方
針
と
見
ら
れ
る
が
、
相
違
な
い
か
。

一



�

自
民
党
は
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
ま
で
に
道
州
制
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
先
の
答

弁
書
に
よ
れ
ば
、
現
政
権
は
工
程
表
を
策
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
。
自
主
的
な
合
併
を
促
す
と
い
う
や
り
方
で
は

工
程
表
は
む
し
ろ
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
も
言
え
る
が
、
地
方
の
自
主
性
に
委
ね
た
や
り
方
で
、
現
実
に
自
活
力
の
あ

る
基
礎
自
治
体
へ
の
移
行
が
進
む
と
お
考
え
か
。

�

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
の
結
果
、
平
成
二
十
一
年
度
末
の
時
点
で
市
町
村
数
は
千
七
百
三
十
と
な
る
見
込
み

で
、
平
成
十
年
度
末
か
ら
合
併
が
相
当
進
ん
で
い
る
。
一
方
、
総
務
省
が
三
月
五
日
に
発
表
し
た
報
告
書
で
は
、
合
併
に

よ
る
主
な
問
題
点
・
課
題
と
し
て
以
下
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
�
周
辺
部
の
旧
市
町
村
の
活
力
喪
失
、
�

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
、
�
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
�
旧
市
町
村
地
域
の
伝
統
・
文
化
・
歴
史
的
な
地

名
な
ど
の
喪
失
、
で
あ
る
。
三
百
程
度
の
基
礎
自
治
体
で
、
住
民
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
は
限
界
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
も
な
お
、
基
礎
自
治
体
を
三
百
程
度
に
ま
で
減
ら
し
て
国
と
基
礎
自
治
体
の
二
層
の

仕
組
み
へ
移
行
す
る
と
い
う
方
針
を
堅
持
す
る
の
か
。
方
針
を
転
換
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
た
な
方
針
を
具
体
的
に
お
示

し
い
た
だ
き
た
い
。

二

三
月
十
一
日
の
衆
議
院
総
務
委
員
会
で
原
口
大
臣
は
私
の
質
疑
に
対
し
、
「
道
州
制
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
す

二



が
、
こ
れ
も
射
程
に
入
れ
て
、
一
緒
に
そ
の
絵
を
か
い
て
い
こ
う
。
」
「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
の
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
の
工
程
で

は
、
そ
の
後
に
道
州
の
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
の
が
国
、
地
方
協
議
の
上
で
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
い
や
、
出
す
べ
き

だ
、
こ
う
か
ん
が
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
（
地
域
主
権
戦
略
の
工
程
表
の
中
に
）
国
の
出
先
機
関
の
改
革

と
都
道
府
県
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
広
域
連
合
、
道
州
制
と
い
う
こ
と
は
し
っ
か
り
入
れ
込
ん
で
い
き
た
い
。
」
「
電
子
政

府
化
と
、
出
先
機
関
の
仕
分
け
と
、
今
お
っ
し
ゃ
る
広
域
行
政
あ
る
い
は
道
州
制
と
い
う
も
の
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
た
も
の

を
、
こ
の
二
十
二
年
度
の
夏
ぐ
ら
い
に
は
し
っ
か
り
と
提
示
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
」
と
答
弁
し
て
お
ら
れ
る
。
先
の
答

弁
書
と
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
政
府
と
し
て
の
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


